
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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変数名に対応して変数の値を記憶する入力データ格納手段と、
前記変数名に対応した項目識別名、表示位置情報、絞り込み定義としての文書名及び項目
識別名を含む項目定義情報を記憶する項目定義情報記憶手段と、
　前記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報を読み出して項目識別名に対応する
インタフェースを表示する表示手段と、
前記表示手段で表示した項目識別名に対応するインタフェースへの入力があると、前記項
目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に対応する絞り込み定義を調
べ、絞り込み定義が文書名のみであるか判定する判定手段と、
前記判定手段で前記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に対応
する絞り込み定義に文書名に加え項目識別名も含むと判定した場合に、該文書名の文書の
、前記入力データ格納手段に記憶された該絞り込み定義としての項目識別名に対応する変
数名に対応する変数の値を含むレコードから、該項目識別名で識別される項目のデータを
抽出する絞り込み抽出手段と、
前記絞り込み抽出手段で抽出した項目データの内、重複するデータを一つにまとめて前記
入力のあったインタフェースに絞り込みデータとして出力する絞り込み候補表示手段と、
　
前記絞り込み候補表示手段で表示したデータの確定入力を受けて、前記表示手段で表示し
た項目識別名に対応する変数名に対応する変数の値として前記入力データ格納手段に記憶



【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
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する入力データ更新手段と、
を備えることを特徴とする情報検索装置。

前記判定手段で前記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に対応
する絞り込み定義が文書名のみであると判定した場合に、該文書名の文書の全レコードか
ら、該項目識別名で識別される項目のデータを抽出する全抽出手段を更に備え、
前記絞り込み候補表示手段は、前記全抽出手段または前記絞り込み抽出手段で抽出したデ
ータを、重複するデータについては一つにまとめた後、前記入力のあった項目識別名の絞
り込みデータとして出力する
ことを特徴とする請求項１記載の情報検索装置。

変数名と対応する項目識別名、表示位置情報、絞り込み定義としての文書名及び項目識別
名を含む項目定義情報を記憶する項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報を読み出
して項目識別名に対応するインタフェースを表示する表示ステップと、
前記表示ステップで表示した項目識別名に対応するインタフェースへの入力があると、前
記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に対応する絞り込み定義
を調べ、絞り込み定義が文書名のみであるか判定する判定ステップと、
前記判定ステップで前記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に
対応する絞り込み定義に文書名に加え項目識別名も含むと判定した場合に、該文書名の文
書の、変数名に対応して変数の値を記憶する入力データ格納手段に記憶された、該絞り込
み定義としての項目識別名に対応する変数名に対応する変数の値を含むレコードから、該
項目識別名で識別される項目のデータを抽出する絞り込み抽出ステップと、
前記絞り込み抽出ステップで抽出したデータの内、重複するデータを一つにまとめて前記
入力のあったインタフェースに絞り込みデータとして出力する絞り込み候補表示ステップ
と、
前記絞り込み候補表示ステップで表示したデータの確定入力を受けて、前記表示ステップ
で表示した項目識別名に対応する変数名に対応する変数の値として前記入力データ格納手
段に記憶する入力データ更新ステップと、
をコンピュータが実行することを特徴とする情報検索方法。

変数名と対応する項目識別名、表示位置情報、絞り込み定義としての文書名及び項目識別
名を含む項目定義情報を記憶する項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報を読み出
して項目識別名に対応するインタフェースを表示する表示ステップと、
前記表示ステップで表示した項目識別名に対応するインタフェースへの入力があると、前
記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に対応する絞り込み定義
を調べ、絞り込み定義が文書名のみであるか判定する判定ステップと、
前記判定ステップで前記項目定義情報記憶手段に記憶した項目定義情報の該項目識別名に
対応する絞り込み定義に文書名に加え項目識別名も含むと判定した場合に、該文書名の文
書の、変数名に対応して変数の値を記憶する入力データ格納手段に記憶された、該絞り込
み定義としての項目識別名に対応する変数名に対応する変数の値を含むレコードから、該
項目識別名で識別される項目のデータを抽出する絞り込み抽出ステップと、
前記絞り込み抽出ステップで抽出したデータの内、重複するデータを一つにまとめて前記
入力のあったインタフェースに絞り込みデータとして出力する絞り込み候補表示ステップ
と、
前記絞り込み候補表示ステップで表示したデータの確定入力を受けて、前記表示ステップ
で表示した項目識別名に対応する変数名に対応する変数の値として前記入力データ格納手
段に記憶する入力データ更新ステップと、
をコンピュータに実行させることを特徴とする情報検索プログラムを記憶した記憶媒体。



【発明の属する技術分野】
本発明は、文書を検索する技術に関し、詳しくは、文書を全文検索する情報検索装置、情
報検索方法、及びその方法を実現するプログラムを記録した記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
情報技術の進展に伴い、今や、オフィスのみならず、家庭にも電子化された文書情報が氾
濫している。また、インターネットの普及に伴い、膨大化するＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉ
ｄｅ　Ｗｅｂ）サイトのＷｅｂページに対する検索の効率化に対するニーズも高まってい
る。また、官公庁等でも、インターネットを介した文書情報の公開が始まっており（例え
ば、特許庁の特許公報の検索サービスなど）、企業等においても、ホームページの開設に
よる、情報の公開が広まってきている。また、将来的には、図書館の電子化も実現されよ
うとしており、家庭において、ブラウザにより、インターネットを介して、電子図書館の
電子化された蔵書を閲覧することが可能になると考えられる。
【０００３】
このように、電子化された文書情報は、年々、増加の一途をたどっており、最近では、電
子化する文書の形式をＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ＭａｒｋｕｐＬａｎｇｕａｇｅ）
の記述に統一しようとする動向も始まっている。ＸＭＬは、非常に優れたデータ表現力と
拡張性を備えたメタ言語だからである。
【０００４】
ところで、テキスト形式の電子情報の検索に使用されるソフトウェアは、一般に、検索エ
ンジンと呼ばれている。また、テキスト形式の文書の検索において、テキスト中のいかな
る文字列も検索可能な方式は、全文検索またはフルテキストサーチと呼ばれている。
【０００５】
ところで、文字列の検索アルゴリズムは、大別して、データを格納した本文（テキスト）
を直接検索するべた読み方式と、本文とは別にインデックス・ファイルを作成して、この
インデックス・ファイルを参照しながら、本文を最終的に検索するインデックス方式に分
類される。全文検索も、上記２つのいずれかの方式を採用している。
【０００６】
べた読み方式のアルゴリズムとしては、ＢＦ（Ｂｒｕｔｅ－Ｆｏｒｃｅ法），または、そ
れを改良したＫＭＰ（Ｋｒｕｔｈ－Ｍｏｒｒｉｓ－Ｐｒａｔｔ）法やＢＭ（Ｂｏｙｅｒ－
Ｍｏｏｒｅ）法が開発されている。また、インデックス方式としては、例えば、ｎ－ｇｒ
ａｍインデックス方式などが知られている。
【０００７】
インデックス方式の場合、テキスト本体よりもインデックスファイルの方が容量が大きく
なる。また、新規の文書を登録する場合、新たなインデックスの切りだしや、インデック
スの再構成を要するため、システムに多大な負荷がかかる。このため、大容量の外部記憶
装置や高性能の高価なマシンが必要となる。
【０００８】
また、現在では、パソコン（パーソナルコンピュータ）等のコンピュータにおいては、Ｇ
ＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）が主流となり、テキストデ
ータの検索においても、ＧＵＩ画面を介して、マウスのクリック操作等により、対話形式
で、目的とする情報を検索するシステムが主流になっている。この場合、複数項目から一
つの項目を選択する場合、コンボボックス（ＣｏｍｂｏＢｏｘ）を利用するのが一般的に
なっている。
【０００９】
コンボボックスは、コンボボックスコントロールとも呼ばれ、項目のリスト表示機能とテ
キスト入力機能を兼ね備えおり、「リスト選択または直接入力」といったユーザインター
フェースを提供する。
【００１０】
このようなコンボボックスを介して、テキストデータの全文検索が行われる場合、上述し
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たべた読み方式またはインデックス方式を実装した検索エンジンによる検索が実行される
が、情報量の増大に伴い、一回のキーワード入力のみでは、目的とする情報を取得するの
が困難になっている。このため、いわゆる、絞り込み検索が必要となる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
コンボボックスを利用した項目選択は、基本的に、一次元の範囲での項目選択であり、例
えば、項目が、大項目、中項目、小項目などに階層化されたレコードで構成される文書の
検索において、上層の項目の選択結果にしたがって、下層の項目を絞りこんで選択／表示
する利用方法は、本出願人が知るかぎりでは、まだ、考案されていない。
【００１２】
この場合、各階層毎に設けられたコンボボックスから入力されたキーワードを、リンクポ
インタにより連結しながら、順次、下位階層の項目を選択／表示する方法も考えられるが
、このような方法を採用すると、コンボボックスの増加／削除（換言すれば、レコード項
目の増加／削除）の都度、リンクの修正作業が必要になり、プログラムの保守が面倒にな
る。
【００１３】
本発明の目的は、インデックスを作成することなく、文書から、情報を効率良く検索でき
、かつ、該文書のデータ構造の変更にも容易に対処可能な情報検索方式を実現することで
ある。また、検索項目の変更を、簡単にし、検索項目を、柔軟に、指定可能にすることで
ある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の態様は、以下の手段を備える。
記憶手段は、１または複数の文書に関する検索定義情報を格納する。
【００１５】
検索手段は、該検索定義情報を参照して、上記１または複数の文書を検索して、該検索定
義情報によって定義されている各検索項目について、検索結果を抽出する。
【００１６】
取得手段は、該抽出された検索結果から、ユーザにより指定された項目データを取得する
。そして、上記検出手段は、２回目以降の検索結果の抽出においては、それまでに、該取
得手段により取得された項目データに関連する項目を検索する。
【００１７】
このような構成の本発明の第１の態様によれば、検索対象となる１または複数の文書に関
して、検索定義情報を予め記憶手段に格納し、検索手段が該検索定義情報を参照しながら
、該文書を検索するので、各文書について検索用のインデックスを作成する必要がない。
また、それまでに取得された項目データに関連する項目データを、順次、検索していくの
で、絞り込み検索が可能になる。
【００１８】
また、本発明の第２の態様は、上記第１の態様が有する上記手段に加え、さらに、前記検
索手段により検索された検索結果を、表示装置に表示させる表示制御手段を備える。そし
て、前記取得手段は、該表示装置に表示された検索結果から、ユーザにより指定された項
目データを取得する。
【００１９】
このような構成の本発明の第２の態様によれば、ユーザは、画面に表示される検索結果か
ら、目的とする項目データを検索することができる。また、検索結果の表示と該検索結果
から目的とする項目データを選択する指定を、コンボボックスを介して行うことにより、
ユーザは、ＧＵＩ画面を介して、対話形式で、目的とする項目データを、次々と連続して
検索することができる。
【００２０】
また、前記記憶手段に、前記コンボボックス毎に、その表示位置情報と、前記検索定義情
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報とを対応付けて記憶させるようにすることにより、検索項目の変更作業が容易になる。
【００２１】
また、文書に格納されている項目データが、階層構造となっている場合には、前記検索定
義情報に、該階層構造に基づいた、検索項目の順序を定義することにより、項目データを
、上位階層から下位階層へと検索していく、絞り込み検索等が可能になる。
【００２２】
また、前記検索定義情報を、複数の各文書のデータ構造に応じて、適宜、設定することに
より、前記検索定義情報と前記取得データを基に、複数の文書を連続して検索することが
可能となる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
図１は、本発明の実施形態の情報検索装置を含むシステムの全体構成図である。
【００２４】
同図において、情報処理装置１０は、制御部１１、メモリ１２、検索部１３、表示制御部
１４、及び入力制御部１５を備えている。
制御部１１は、上記構成要素１２～１５を制御しながら、装置全体を制御する。この制御
部１１は、例えば、マイクロプロセッサ等から成る。
【００２５】
メモリ１２は、その詳細は後述するが、本実施形態の情報検索装置の処理を実現するプロ
グラム、該処理に使用される作業領域及び変数格納領域等を有する。このメモリ１２は、
例えば、ＲＯＭ，ＲＡＭ等から成る。
【００２６】
検索部１３は、後述するフローチャートに示された処理を実行して、データファイル２０
（２０－１、２０－２、・・・２０－Ｎ）をアクセスし、該データファイル２０から、ユ
ーザの指定する情報を検索する。
【００２７】
表示制御部１４は、表示装置３０を制御して、ユーザに情報検索用のＧＵＩ（グラフィカ
ル・ユーザ・インターフェース）画面を表示する。また、入力装置４０からの該ＧＵＩ画
面に対する入力情報を、該ＧＵＩ画面に表示させる。
【００２８】
入力制御部１５は、入力装置４０から送られてくるユーザの入力情報を制御部１１に通知
する。制御部１１は、この入力情報を受信すると、検索部１３及び表示制御部１４にメッ
セージを通知して、これらを起動させる。
【００２９】
Ｎ個のデータファイル２０（２０－１、２０－２、・・・２０－Ｎ）は、各種データを格
納しているファイルであり、例えば、データファイル２０－１とデータファイル２０－２
、及びデータファイル２０－２とデータファイル２０－３が、それぞれ、共通の項目デー
タを格納している。同様にして、データファイル２０－ｉとデータファイル２０－（ｉ＋
１）とが共通の項目データを格納している（ｉ＝３、４、・・・Ｎ－Ａ）。
【００３０】
データファイル２０のデータ格納形式は、各種形式が可能であり、レコード形式、テーブ
ル、さらには、ＸＭＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）によ
り記述されたファイルであってもよい。また、各データファイル２０は、同一の外部記憶
装置に格納されていてもよく、ＬＡＮ，ＷＡＮ，インターネット等のネットワークを介し
て分散配置されていてもよい。
【００３１】
定義ファイル３０は、表示装置３０にＧＵＩ形式で表示される情報検索画面　の画面フォ
ーマットの定義や、データファイル２０－１～２０－Ｎから情報を絞り込み検索するため
の「絞り込み定義」等の項目定義情報を格納しているファイルである。これらの定義情報
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は、検索部１３によって参照される。
【００３２】
入力装置４０は、ユーザが、ＧＵＩ画面を介して、対話形式で、情報検索を行う為の装置
であり、キーボードやマウス等のポインティング・デバイスから成る。また、入力装置４
０は、音声入力装置であってもよい。この場合、例えば、情報処理装置１０に、音声認識
部を設ける。
【００３３】
表示装置３０は、ＣＲＴ、または、ＬＣＤ，プラズマディスプレイ等のフラットパネルデ
ィスプレイから成り、表示制御部１４からの制御を受けて、情報検索用のＧＵＩ画面を表
示する。尚、本実施形態では、情報検索用画面をＧＵＩ画面により表示するが、ＣＵＩ（
キャラクタ・ユーザ・インターフェース）画面であってもよい。
【００３４】
図２は、メモリ１２の構成を示す図である。
同図に示すように、メモリ１２は、定義ファイル格納領域１２Ａ，検索用作業領域１２Ｂ
，表示データ作成用作業領域１２Ｃ，入力データ格納領域１２Ｄ，及び読み出しレコード
格納領域１２Ｅを有する。また、特には、図示していないがＯＳ（オペレーティングシス
テム）、本実施形態の検索装置の処理に係わるアプリケーションプログラム、デバイスド
ライバ等を格納する領域も有する。
【００３５】
定義ファイル格納領域１２Ａは、検索部１３によって定義ファイル３０から読み出された
項目定義情報が格納される領域である。検索用作業領域１２Ｂは、検索部１３が後述する
情報検索処理を実行する際に使用される作業領域である。
【００３６】
表示データ作成用作業領域１２Ｃは、表示制御部１４が、ＧＵＩ画面の表示制御のために
使用する作業領域である。入力データ格納領域１２Ｄは、ユーザが入力装置４０を介して
入力した検索結果（これは、検索用のキーワードとなる場合もあり、入力制御部１５によ
り書き込まれ、検索部１３により読み出される）。
【００３７】
図３は、上記入力データ格納領域１２Ｄの構成を示す図である。
同図に示すように、入力データ格納領域１２Ｄには、先頭アドレスから、「ＴＲＩＫＡＩ
ＳＨＡ」、「ＴＲＩＳＩＴＥＮ」、「ＴＲＩＴＡＮＴＯ」、「ＫＥＩＹＡＫＵ」、「ＴＡ
ＮＢＵＳＹＯ」、「ＴＡＮＴＡＮＴＯ」等の各変数の値が格納される。後述するように、
これらの変数は、定義ファイル３０内の項目定義情報によって定義されるコンボボックス
の入力データが格納される変数である。
【００３８】
図４は、定義ファイル３０に格納されている項目定義情報３２の一例を示す図である。項
目定義情報３２は、後述する検索用ＧＵＩ画面のコンボボックス、テキストボックス等の
項目の識別名、それらの表示位置情報３２Ａ、更には、コンボボックスのリスト項目とし
て表示されるデータを、データファイル２０から検索するための絞り込み定義情報３２Ｂ
等から成る。
【００３９】
図４の項目定義情報３２においては、ＩＴＥＭ－ＮＯ（ＩＴＥＭ番号）が、ＩＴＥＭ－０
０～ＩＴＥＭ－０６までの７個のアイテム（項目）について、識別名、属性、キャプショ
ン、表示位置情報（横幅、縦幅、縦位置）３２Ａ、絞り込み定義情報３２Ｂ等が設定され
ている。
【００４０】
識別名は、図３で説明した変数名に対応しており、各アイテムを識別するための名称であ
る。属性は、各アイテムのコントロール種別を示すものであり、“３’はコンボボックス
、“１”はテキストボックスを示す。また、“０”は入力不可（表示専用）のテキストボ
ックスを示す。
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【００４１】
キャプションは、各アイテムのラベル（表示名称）を示す。このラベルは、検索用ＧＵＩ
画面において、コンボボックスやテキストボックスの名称として、それらの前に、併記表
示される。
【００４２】
絞り込み定義３２Ｂは、コンボボックスとなるアイテムについて定義される。絞り込み定
義３２Ｂは、データファイル名、データファイル名／変数名１、データファイル名／変数
名１／変数名２等の形式で表記され、検索パスを定義する。この検索パスは、ファイルの
ディレクトリに類似しており、上位の検索項目から順に、「／」で区切られて表記される
。但し、「データファイル名」のみが表記された絞り込み定義３２Ｂは、名称が該「デー
タファイル名」のデータファイル２０の先頭項目のデータを検索する旨を指定するもので
ある。その他の形式の絞り込み定義３２Ｂは、前回までの検索パスを表記するようになっ
ている。尚、ここで、変数名１、２は、上述したコンボボックスの識別名（ＴＲＩＫＡＩ
ＳＨＡ，ＴＲＩＳＩＴＥＮＮ等）に対応している。
【００４３】
本実施形態では、絞り込み検索を行うため、先頭のアイテム（コンボボックス）から順に
、検索を行うようになっており、以前の検索結果が、絞り込み定義３２Ｂにおいて定義さ
れる。例えば、「取引先．ｃｍｂ／ＴＲＩＫＡＩＳＨＡ」は、ＩＴＥＭ－０１のコンボボ
ックスの検索結果（＝ＴＲＩＫＡＩＳＨＡ）を、ＩＴＥＭ－０２のコンボボックスのリス
ト表示の際の絞り込み検索において、絞り込み項目として使用する旨を定義している。同
様にして、「取引先．ｃｍｂ／ＴＲＩＫＡＩＳＹＡ／ＴＲＩＳＩＴＥＮ」は、ＩＴＥＭ－
０１及びＩＴＥＭ－０２のコンボボックスの検索結果（＝ＴＲＩＫＡＩＳＨＡ及びＴＲＩ
ＳＩＴＥＮ）を、ＩＴＥＭ－０３のコンボボックスのリスト表示の際の絞り込み検索にお
いて、絞り込み項目として使用する旨を定義している。
【００４４】
以下の説明では、データファイル２０が、データファイル２０－１～２０－３までの３個
ある場合について説明する。
図５乃至図７は、本実施形態の説明で使用するデータファイル２０－１～２０－３の具体
的な内容を示す図である。尚、これらの例においては、データファイル２０－１～２０－
３は、ＣＳＶ（Ｃｏｍｍａ　Ｓｅｐａｒａｔｅｄ　Ｖａｌｕｅ）のフォーマットになって
いるが、本発明が適用されるデータファイル２０のフォーマットはＣＳＶに限定されるも
のではない。
【００４５】
図５に示すように、データファイル２０－１は、「取扱会社名」、「取引先支店名」、及
び「取引先担当者名」の３個の項目から成るレコードを格納している。また、図６に示す
ように、データファイル２０－２は、「取扱会社名」及び「取引先担当部署」の２個の項
目から成るレコードを格納している。また、さらに、図７に示すように、データファイル
２０－３は、「取引先担当部署」及び「当社担当者名」の２個の項目から成るレコードを
格納している。
【００４６】
また、データファイル２０－１のファイル名は「取引先．ｃｍｂ」、データファイル２０
－２のファイル名は「担当部署．ｃｍｂ」、データファイル２０－３のファイル名は「担
当者名．ｃｍｂ」となっている。これらのファイル名称は、データファイル２０－１～２
０－３の検索情報として、図４に示す「絞り込み定義３２Ｂ」において記述されている。
【００４７】
この定義ファイル３０は、ユーザがデータファイル２０の構成に応じて、エディタ等のツ
ールを使用して作成してもよく、また、自動作成用のソフトウェアにより作成してもよい
。また、データファイル２０がＸＭＬで記述された文書の場合、検索ロボット（エージェ
ント技術によるソフトウェア）が、インターネット上を巡回して、自動作成するようにす
ることも可能である。この場合、検索ロボットは、ユーザの設定に従って、例えば、定期
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的、または、インターネット利用の少ない時間帯等に、インターネットを巡回する形態が
可能である。検索ロボットは、ハイパーリンクされた各Ｗｅｂサイトを巡回しながら、ホ
ームページ等のＸＭＬ文書を、該文書内のタグ等を基に解析しながら、定義ファイル３０
を自動作成し、ユーザの記憶装置に格納する。
【００４８】
このようにして記憶装置に蓄積された各ＸＭＬ文書の定義ファイル３０は、例えば、ブラ
ウザによって起動される本発明の検索装置によって検索可能である。このことにより、ユ
ーザは、インターネット上のＷｅｂサイトのＸＭＬ文書から、目的とする情報を検索する
ことが可能となる。
【００４９】
次に、上記構成の本実施形態の検索装置の動作を、図８乃至図１１のフローチャートを参
照しながら、説明する。
ここでは、説明の理解を容易なものとするため、データファイル２０－１～２０－３が、
図５乃至図７に示す構成であり、それらのデータファイル２０の構成に応じて、図４に示
す項目定義情報３２が設定された定義ファイル３０が、予め作成されているとの前提の基
で、本実施形態の検索装置の処理を説明する。また、併せて、図１２乃至図２７のＧＵＩ
画面を参照しながら、本実施形態の検索装置の操作方法及び表示処理形態を説明する。
【００５０】
図８及び図９は、本実施形態の検索装置の全体動作を説明するフローチャートである。
表示装置３０に表示されたＧＵＩ画面を介して、入力装置４０から本実施形態の検索装置
の起動が指示されると、制御部１１は検索部１３を起動する。
【００５１】
検索部１３は起動されると、定義ファイル３０から項目定義情報３２を読みだす（ステッ
プＳ１１）。そして、項目定義情報３２を参照して、図１２に示す初期画面を、表示装置
３０に表示させる（ステップＳ１２）。
【００５２】
この初期画面はＧＵＩ画面であり、画面の右側にテキストボックス１０１、コンボボック
ス１０２～１０４、テキストボックス１０５、及びコンボボックス１０６、１０７が、縦
方向に順に表示される。これらのテキストボックス及びコンボボックスの右側には、対応
するラベルが表示される。すなわち、項目定義情報３２のキャプションフィールドに設定
された名称が表示される。
【００５３】
これらのボックスの内、コンボボックス１０３～１０５及びコンボボックス１０６、１０
７が、絞り込み検索のために利用される。すなわち、ラベルが“取引先会社名”のコンボ
ボックス１０３、ラベルが“取引先支店名”のコンボボックス１０４、ラベルが“取引先
担当者名”のコンボボックス１０５、ラベルが“当社担当部署”のコンボボックス１０６
、及びラベルが“当社担当者名”のコンボボックス１０７が、絞り込み検索のために使用
される。
【００５４】
上記初期画面の表示の後、入力制御部１５及び制御部１１により、コンボボックスまたは
テキストボックスに対する入力があったか否かが判断され（ステップＳ１３）、入力がな
ければ（ステップＳ１３、ＮＯ）、ステップＳ１３の処理を繰り返す。
【００５５】
そして、ステップＳ１３で入力有りと判断されると（ステップＳ１３、ＹＥＳ）、コンボ
ボックスに対する入力であるか、またはテキストボックスに対する入力であるか判別する
（ステップＳ１４）。コンボボックスに対する入力であれば（ステップＳ１４、ＹＥＳ）
，次に手入力であるか判断する（ステップＳ１５）。
【００５６】
ここでは、コンボボックスに対する初期入力としては、ダウンスクロールボタンのクリッ
ク操作またはボックスに対するデータ入力（かな漢字変換入力）のいずれかが許可されて
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いるものとする。
【００５７】
ダウンスクロールボタンのクリック操作であれば（ステップＳ１５、ＮＯ），定義ファイ
ル３０の項目定義情報３２を解析し、該クリック操作されたコンボボックスの絞り込み定
義３２Ｂを調べる（ステップＳ１６）。
【００５８】
そして、絞り込み定義３２Ｂがデータファイル名のみであるか判別し（ステップＳ１７）
、データファイル名のみであれば、ステップＳ１８で「全レコード読み出し・抽出処理」
を実行する。一方、絞り込み定義３２Ｂが、「データファイル名」に加え、“／”で区切
られた「コンボボックスの識別名」を含んでいれば、ステップＳ１９で「絞り込み検索・
抽出処理」を実行する。
【００５９】
図１０は、ステップＳ１８の「全レコード読み出し・抽出処理」の詳細を示すフローチャ
ートである。
まず、絞り込み定義３２Ｂからデータファイル名を取得する（ステップＳ３１）。次に、
該データファイル名のデータファイル２０から１レコードを読み出す（ステップＳ３２）
。このレコード読み出しにおいては、先頭レコードから順に読み出す。
【００６０】
続いて、読み出したレコードから該当項目データを抽出・記憶し（ステップＳ３３）、該
データファイル２０から全てのレコードを読み出したか判別する（ステップＳ３４）。そ
して、まだ、全レコードを読み出していなければ（ステップＳ３４、ＮＯ）、ステップＳ
３２に戻り、次のレコードを読みだす。
【００６１】
このようにして、該データファイル２０から全レコードを読みだすまで、ステップＳ３２
～Ｓ３４の処理を繰り返す。
本実施形態においては、図４に示す項目定義情報３２に従って、コンボボックス１０２の
ダウンスクロールボタン１２２がクリック操作された場合に、この図１０のフローチャー
トの処理が、 に示すファイル名が「取引先．ｃｍｂ」のデータファイル２０－１に対
して実行される。そして、データファイル２０－１のレコードの先頭フィールドから、該
項目データとして、「甲株式会社」と「乙株式会社」が抽出・記憶される。
【００６２】
図１１は、ステップＳ１９の「絞り込み検索・抽出処理」の詳細を示すフローチャートで
ある。
まず、絞り込み定義３２Ｂからデータファイル名を取得する（ステップＳ４１）。次に、
該データファイル名のデータファイル２０から１レコードを読み出す（ステップＳ４２）
。このレコード読み出しにおいても、先頭レコードから順に読み出す。
【００６３】
続いて、該読み出したレコードが、絞り込み定義３２Ｂに該当するレコードか判断する（
ステップＳ４３）。該絞り込み定義３２Ｂに該当するレコードとは、コンボボックス１０
３においては、図５に示すデータファイル２０－１内の、コンボボックス１０２において
検索された「取引先会社名」を第１項目に含むレコードである。また、コンボボックス１
０４においては、該データファイル２０－１内の、コンボボックス１０２において検索さ
れた「取引先会社名」を第１項目に、コンボボックス１０３において検索された「取引先
支店名」を第２項目に含むレコードである。また、コンボボックス１０６においては、図
６に示すデータファイル２０－２内の、コンボボックス１０２において検索された「取引
先会社名」を第１項目に含むレコードであり、コンボボックス１０７においては、データ
ファイル２０－３内の、コンボボックス１０６において検索された「当社担当部署」を第
１項目に含むレコードである。
【００６４】
次に、ステップＳ４３で該当すると判断されたレコードから、該当項目データを抽出する
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（ステップＳ４４）。この該当項目データとは、項目定義情報３２において、当該コンボ
ボックスのキャプションに定義されているアイテム名（項目名）のデータである。すなわ
ち、コンボボックス１０３であれば「取引先支店」であり、コンボボックス１０４であれ
ば「取引先担当者名」である。また、コンボボックス１０６であれば「当社担当部署」で
あり、コンボボックス１０７であれば「当社担当者名」である。
【００６５】
続いて、当該データファイル２０から全レコードを読みだしたか判別し（ステップＳ４５
）、全レコードの読み出しを終了していなければ（ステップＳ４５、ＮＯ）、ステップＳ
４２に戻り、当該データファイル２０から次のレコードを読みだす。
【００６６】
尚、ステップＳ４３で該当しないレコードと判断されたレコードについては、ステップＳ
４４の処理はスキップされる。
図８のフローチャートの説明に戻る。
上述したステップＳ１８またはステップＳ１９の処理が終了すると、図９のフローチャー
トのステップＳ２０の「名寄せ処理」を実行する。「名寄せ処理」とは、同一項目データ
を一つに纏める一種の圧縮処理であり、ステップＳ１８またはステップＳ１９で抽出・記
憶された項目データを調べ、同一項目データは１個にする処理である。すなわち、図５に
示すデータファイル２０－１を例にして説明すると、このデータファイル２０－１に対し
てステップＳ１８の処理が実行されることにより、１５個の「甲株式会社」と１５個の「
乙株式会社」が抽出されるが、この抽出結果を１個の「甲株式会社」と１個の「乙株式会
社」に圧縮する処理である。
【００６７】
続いて、ステップＳ２０の名寄せ処理の結果を、該当コンボボックスの下にダウンリスト
表示する。
この結果、図１２に示す初期画面において、コンボボックス１０２でダウンスクロールボ
タン１２２をクリック操作すると、該初期画面が図１３に示す画面に変化する。図１３に
示す画面においては、コンボボックス１０２において、そのボックス１２１に手入力する
か、またはそのダウンリスト表示１２３から項目選択することが可能である。ユーザは、
上記２つの方法のいずれかにより、コンボボックス１０２に検索結果を入力する。尚、他
のコンボボックス１０３、１０４、１０６、及び１０７においても、同様な２種類の入力
が可能である。
【００６８】
ステップＳ２２のループ処理は、上記２種類の入力のイベントを待つ処理であり、ステッ
プＳ２２で、上記２種類の入力のいずれかが行われたか判断する。そして、いずれかの入
力があれば、入力データを該当する変数に代入（格納）する（ステップＳ２３）。
【００６９】
図１３に示す画面においては、コンボボックス１０２に対する入力データは、図３に示す
変数「ＴＲＩＫＡＩＳＨＡ」に格納する。図１３に示す画面において、ダウンリスト表示
１２３から「甲株式会社」を選択すると、図１４に示すように、コンボボックス１０２の
ボックス１２１に「甲株式会社」が表示される。
尚、該選択の代わりに、コンボボックス１０２のボックス１２１に、直接、「甲株式会社
」を入力してもよい。このような入力は、他のコンボボックスにおいても同様である。こ
の入力に対応する処理がステップＳ１５である。
【００７０】
次に、「処理の終了」の入力がなされたか判断する（ステップＳ２４）。そして、「処理
の終了」が入力されたならば、処理を終了するが、「処理の終了」が入力されないならば
、ステップＳ１３に戻る。
【００７１】
ところで、ステップＳ１５で「手入力」がなされたと判断すると、その入力データが、該
当するデータファイル２０に登録されているか判断する（ステップＳ２５）。そして、登
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録されていれば（ステップＳ２５、ＹＥＳ）、ステップＳ２３に移行して、入力データを
当該変数に格納する。このようなデータ入力は、例えば、コンボボックス１０２等のコン
ボボックスにおいて、ダウンリスト表示をせずに、直接、ボックス１２１にデータを入力
することによってなされる。このような操作は、コンボボックスにおいて検索する項目デ
ータが既知である場合、また、そのような場合において、ダウンリスト表示される項目デ
ータが多い場合などに、有効である。すなわち、本実施形態によれば、コンボボックスの
ボックスに、直接、かな漢字変換等により、検索データを入力することが可能である。こ
のように、本実施形態においては、高速検索が可能となるように、コンボボックスの入力
方法に複数の選択肢を提供している。
【００７２】
一方、ステップＳ２５で、入力データが該当データファイル２０に登録されていないと判
断した場合には（ステップＳ２５、ＮＯ）、ステップＳ２４に移行する。尚、この場合、
入力データが新規登録データであるものとみなして、該当データファイル２０に新規レコ
ードを追加するようにすることも可能である。
【００７３】
次に、上述した図８乃至図１１のフローチャートの処理によって実現される、本実施形態
の検索装置による絞り込み検索を、図１２乃至図２２を参照しながら説明する。
【００７４】
まず、本検索装置が起動されると、表示制御部１４の制御により、図１２に示す初期画面
が表示される。この初期画面において、ユーザは、まず、コンボボックス１０２を介して
、「取引先会社名」を絞り込み検索できる。
【００７５】
該検索のために、コンボボックス１０２に検索対象の「取引先会社名」を入力する。この
場合、所望の「取引先会社名」をボックス１２１に直接入力してもよいし、ダウンリスト
表示から所望の「取引先会社名」を選択入力してもよい。この場合、選択入力されたもの
とし、ダウンスクロールボタン１２２がクリック操作されると、表示装置３０の画面は、
図１３に示すように変化する。すなわち、定義ファイル３０の項目定義情報３２の参照に
より、データファイル２０－１がアクセスされて（検索部１３による図１０のフローチャ
ートの処理の実行）、コンボボックス１０２のダウンリスト表示１２３が表示される。
【００７６】
図１３に示す画面において、ダウンリスト表示１２３から「甲株式会社」または「乙株式
会社」のいずれの選択が可能である。ここで、「甲株式会社」が選択されると、図１４に
示すように、ボックス１２１に「甲株式会社」が入力・表示される。そして、例えば、Ｇ
ＵＩ画面上の「確定」ボタン（不図示）をクリック操作することにより、図１５に示すよ
うに、ダウンリスト表示１２１が閉じ、コンボボックス１０２のボックス１２１に「甲株
式会社」が検索結果として表示される。この検索結果である「甲株式会社」は、変数「Ｔ
ＲＩＫＩＳＨＡ」に格納される。
【００７７】
次に、図１５に示す画面において、コンボボックス１０３を介して、「甲株式会社」の「
取引先支店」を検索する。この場合も、コンボボックス１０２と同様に、ボックス１３１
に対する直接入力、またはダウンスクロールボタン１３２のクリック操作により表示され
るダウンリスト表示からの選択入力が可能である。
【００７８】
この場合、ダウンスクロールボタン１３２をクリック操作して選択するものとすると、該
クリック操作により、図１６に示すように、ダウンリスト表示１３３が表示される。
【００７９】
この表示は、項目定義情報３２の当該絞り込み定義３２Ｂに従って、 のデータファイ
ル２０－１のレコードの中から、「取引先会社」フィールドが「甲株式会社」のレコード
を抽出することによってなされる（検索部１３による図１１のフローチャートの処理の実
行）。
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【００８０】
図１６の画面において、ダウンリスト表示１３３から「東京・新橋支店」を選択すると、
図１７に示すように、コンボボックス１０３のボックス１３１に「東京・新橋支店」が入
力される。そして、コンボボックス１０２と同様な操作により、「東京・新橋支店」の入
力を確定すると、図１８に示すように、コンボボックス１０３のボックス１３１に、「東
京・新橋支店」が検索結果として表示される。
【００８１】
続いて、図１８に示す画面において、「甲株式会社」の「東京・新橋支店」の「取引先担
当者名」の検索を、コンボボックス１０４を介して行う。この場合も、直接入力またはダ
ウンリスト表示からの選択入力が可能であるが、ここでは、コンボボックス１０４のダウ
ンスクロールボタン１４２のクリック操作により選択入力を行うものとする。
【００８２】
このクリック操作により、表示装置３０の画面は図１８に示す画面から図１９に示す画面
に変化する。この表示は、項目定義情報３２の当該絞り込み定義３２Ｂに従って、 の
データファイル２０－１のレコードの中から、「取引先会社」フィールドが「甲株式会社
」で、かつ、「取引先支店名」フィールドが「東京・新橋支店」のレコードを抽出するこ
とによってなされる（検索部１３による図１１のフローチャートの処理の実行）。
【００８３】
図１９の画面において、ダウンリスト表示１４３から「新橋　太郎」を選択すると、図２
０に示すように、コンボボックス１０４のボックス１４１に「新橋　太郎」が入力される
。そして、コンボボックス１０２、１０３と同様な操作により、「新橋　太郎」の入力を
確定すると、図２１に示すように、コンボボックス１０４のボックス１４１に、「新橋　
太郎」が検索結果として表示される。
【００８４】
以上のようにして、 のデータファイル２０－１と同様なレコード構成のデータファイ
ル２０から、ＧＵＩ画面を介して、ある「取引先会社」のある「取引先支店」に属する所
望の「取引先担当者名」を、絞り込み検索することができる。
【００８５】
図２１の絞り込み検索終了時点で、図３の変数「ＴＲＩＫＡＩＳＹＡ」、「ＴＲＩＳＩＴ
ＥＮ」、及び「ＴＲＩＴＡＮＴＯ」には，それぞれ、「甲株式会社」、「東京・新橋支店
」、及び「新橋　太郎」が格納されている。
【００８６】
本実施形態の検索装置においては、上記検索結果を基に、さらに、図６、７のデータファ
イル２０－２、２０－３の検索が可能である。以下、それらの検索操作方法及び処理を説
明する。
【００８７】
図４の項目定義情報３２においては、ＩＴＥＭ－０５の項目（アイテム）の絞り込み定義
３２Ｂとして「担当部署．ｃｍｂ／ＴＲＩＫＡＩＳＹＡ」が、ＩＴＥＭ－０６の項目（ア
イテム）の絞り込み定義３２Ｂとして「担当社名．ｃｍｂ／ＴＡＮＢＵＳＹＯ」が設定さ
れている。
【００８８】
このため、コンボボックス１０６を介した検索においては、変数「ＴＡＮＢＵＳＹＯ」に
格納されている項目データと一致するレコードの絞り込み検索が行われる（検索部１３に
よる図１１のフローチャートの処理の実行）。
【００８９】
すなわち、コンボボックス１０６は「当社担当部署」の該当項目データを検索するコンボ
ボックスであるが、「当社担当部署」は「取引先会社」をクライアントとする、ある企業
の「担当部署」であり、これらの項目は互いに関連する項目である。また、コンボボック
ス１０６は「担当者名」の該当項目データを検索するコンボボックスであるが、「担当者
名」はコンボボックス１０５で検索された「担当部署」に属する担当者名であり、これら
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の項目は互いに関連する項目である。
【００９０】
このように、本実施形態の検索装置では、絞り込み定義３２Ｂを参照することによって、
互いに独立したデータファイル２０を、関連する項目データのリンクを辿りながら、連続
して検索可能な構成になっている。以下、このような検索を、図２１乃至図２７を参照し
ながら説明する。
【００９１】
図２１に示す画面において、コンボボックス１０６を介して、「当社担当部署」を、直接
、ボックス１６１に入力、またはダウンリスト表示から選択入力する。この場合には、選
択入力されたことにすると、コンボボックス１０６のダウンスクロールボタン１６２のク
リック操作により、図２２に示すように、コンボボックス１０６のダウンリスト表示１６
３が画面に表示される。この表示は、項目定義情報３２の絞り込み定義３２Ｂを参照する
ことにより、図６のデータファイル２０－２から「甲株式会社」を含むレコードを読み込
むことによって行われる（検索部１３による図１１のフローチャートの処理の実行）。
【００９２】
ここで、ダウンリスト表示１６３から「東京・秋葉原第七営業所」が選択されると、図２
３に示すように、コンボボックス１０６のボックス１６１に「東京・秋葉原第七営業所」
が表示される。続いて、この選択を確定入力することにより、表示装置３０の画面は、図
２４に示す状態になる。すなわち、「当社担当部署」として、「東京・秋葉原第七営業所
」が検索結果として表示される。
【００９３】
続いて、図２４に示す画面から、コンボボックス１０７を介して「当社担当者名」を検索
する。この場合も、コンボボックス１０７のボックス１７１から、直接入力するか、また
はダウンスクロールボタン１７２をクリック操作して、ダウンリスト表示から選択入力す
る。ここで、ダウンスクロールボタン１７２がクリック操作されると、コンボボックス１
０７の絞り込み定義３２Ｂに従って、図７のデータファイル２０－３から「東京・秋葉原
第七営業所」を項目データとして含むレコードが読みだされ（検索部１３による図１１の
フローチャートの処理の実行）、図２５に示すように、コンボボックス１０７のダウンリ
スト表示１７３が表示される。
【００９４】
次に、図２５の画面上で、ダウンリスト表示１７３から「中野　かもめ」を選択すると、
図２６に示すように、その選択項目データがコンボボックス１０７のボックス１７１に表
示される。そして、該選択項目データの入力を確定することにより、図２７に示すように
、最終的な検索結果が画面に表示される。
【００９５】
すなわち、「取引先」に関して、「甲株式会社」の「東京・新橋支店」に属する「新橋　
太郎」が検索され、さらに、この検索結果に対して、該「甲株式会社」をクライアントと
する「担当者」である、「東京・秋葉原第七営業所」に属する「中野　かもめ」さんが検
索される。
【００９６】
このようにして得られた検索結果は、例えば、ＸＭＬ文書として保存するようにすること
も可能である。すなわち、例えば、項目定義情報３２（例えば、キャプション）を参照す
るなどして、コンボボックス１０２～１０４、及び１０６、１０７に表示されている各検
索結果を、それぞれ、個別に、適切なタグを付けて保存するようにする。
【００９７】
このように、本実施形態の検索装置においては、データファイル２０－１～２０－３の格
納レコードの項目構成に従って、予め、定義ファイル３０内の項目定義情報３２に、絞り
込み検索用の絞り込み定義３２Ｂを設定しておくことにより、ＧＵＩ画面上のコンボボッ
クス１０２～１０４及びコンボボックス１０６、１０７を介して、「取引先」に関する情
報と、その「取引先」情報に関連する「担当者」に関する情報を、絞り込み検索すること
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が可能である。
【００９８】
この検索において、データファイル２０－１、２０－２、２０－３のそれぞれについて、
個々に、絞り込み検索を行っており、それらの各データファイル２０の絞り込み検索を連
携させて、最終的な検索結果を取得するようにしている。
【００９９】
本実施形態の検索装置は、このように、絞り込み定義３２Ｂに従って、複数のデータファ
イル２０を連続して検索できるため、高速に検索でき、（絞り込み定義３２Ｂの設定を自
由に変更できるので）検索の自由度も高い。また、検索用のインデックスを作成する必要
がないため、データファイル２０のレコードの追加があっても、検索アルゴリズムを修正
する必要がない。そして、検索対象となるデータファイル２０の更新（レコードの追加及
び削除）は、随時、可能である。
【０１００】
また、上記実施形態で示した絞り込み定義３２Ｂは、検索対象となるデータファイル２０
のレコードの項目順となっているが、必ずしも、項目順とする必要はなく、検索する項目
の順に、その検索パスを定義すればよい。このため、検索対象となるデータファイル２０
のレコードの項目構成の自由度も高く、既存のシステムのデータファイル２０の検索にも
容易に適用できる。
【０１０１】
また、本実施形態の検索装置では、コンボボックスを検索入力及び検索結果の表示に用い
ているが、コンボボックスの代わりにリストボックスを用いて、検索を行うようにしても
よい。この場合は、項目データの検索は表示リストからの選択により行うことになる。ま
た、これら以外にも、その他のユーザインターフェースを介して検索するようにしてもよ
い。また、各データファイル２０のデータ格納形態は限定されるものではなく、同一の記
憶装置に格納されていてもよいし、ネットワーク上に分散配置された記憶装置に分散して
格納されていてもよい。
【０１０２】
また、データファイル２０のデータ構造は、ＣＳＶ形式に限定されるものではなく、ＸＭ
Ｌ文書等のＳＧＭＬ（Ｓｔａｎｄａｒａｄ　Ｇｅｎｅｒａｌｉｚｅｄ
Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）に準拠した文書であってもよい。
【０１０３】
また、上記実施形態では、最上位階層の項目から最下位階層の項目へと、順に、検索する
ようにしているが、中間層の項目から、検索を開始するようにしてもよい。この場合には
、上位の階層の項目は限定されないことになる。また、全階層の項目を、全て検索する必
要はなく、任意の階層の項目からより下位の階層の項目へと、検索するようにすることも
可能であり、階層数も任意である。また、さらに、下位の階層から上位の階層へと、逆方
向に検索することも可能である。
【０１０４】
また、さらに、ある階層と、それよりも、１または２以上、下位の階層の間のある階層の
項目についてのみ検索するように、絞り込み定義３２Ｂを設定するようにすることも可能
である。この場合、絞り込み定義３２Ｂで指定されてする検索項目以外の項目は、事実上
、無指定となる。
【０１０５】
また、本発明は、地上波や衛星放送等のテレビジョンのデジタル放送等によるデータ放送
により受信したＸＭＬ形式のデータを、検索する場合にも適用可能である。さらに、本発
明の検索装置は、検索のみならず、テキストデータの編集にも応用できる。例えば、デー
タファイル２０のある項目データが変更された場合、該項目データを格納しているデータ
ファイル２０を検索して、該変更項目データを更新（置換）する処理に適用できる。この
処理は、上記実施形態と同様なＧＵＩ画面により、実現可能である。例えば、コンボボッ
クスのボックスに検索結果を表示した後、その検索結果に置き換えるべき項目データを、
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該コンボボックス、または、別個に設けられたテキストボックスに入力するなどの各種方
法が考えられる。
【０１０６】
また、本発明は、今までの説明から容易に知れるように、階層的な絞り込み検索のみなら
ず、共通項目データを格納しているデータファイルを連続して検索する、関連する情報の
検索や連想的な検索などにも適用できるものであり、その検索結果を基に、新たなテーブ
ルや表、さらにはデータベースを作成することも可能である。
【０１０７】
図２８は、上述した本発明の実施形態の検索装置を実現するコンピュータのハードウェア
構成を示すブロック図である。
同図において、コンピュータ３００は、ＣＰＵ３０１と、該ＣＰＵ３０１とバス３０９を
介して接続されたＲＯＭ３０２、ＲＡＭ３０３、外部記憶装置３０４、記録媒体駆動装置
３０５、入出力装置３０６、及び通信インターフェース３０７から構成されている。
【０１０８】
本実施形態の検索装置の処理を実現するためのプログラムは、外部記憶装置３０４，また
は、可搬記録媒体３０９に格納される。外部記憶装置３０４、または記録媒体駆動装置３
０５に装着された可搬記録媒体３０９に格納されたプログラムは、ＲＡＭ３０３にロード
されて、ＣＰＵ３０１により実行される。この実行により、上述した本実施形態の検索装
置の機能が実現される。尚、この実行において、例えば、ＲＯＭ３０２に格納されたＯＳ
等の機能も利用される。
【０１０９】
また、通信インターフェース３０７はネットワーク４００を介して情報提供業者５００と
データやメッセージ等の通信を行い、情報提供業者５００が保有する上記プログラムをＲ
ＡＭ３０３や外部記憶装置３０４にダウンロードする。このようにしてダウンロードされ
たプログラムは、ＣＰＵ３０１により実行され、本実施形態の検索装置の機能を実現する
。また、さらには、情報提供業者５００側の外部記憶装置にデータファイル２０を格納し
、情報提供業者５００側の情報処理装置で、本実施形態の検索装置の機能を実現するプロ
グラムを遠隔実行して、検索結果のみを受信するようにしてもよい。
【０１１０】
入出力装置３０６は、ＣＲＴ，ＬＣＤ等のディスプレイと、キーボードやマウス等のポイ
ンティング・デバイス、さらには、また、音声入力装置装置等を備えており、本実施形態
の検索装置が提供する前記ＧＵＩ画面の表示や、ＧＵＩ画面を介した該検索装置に対する
入力環境を、ユーザに提供する。ユーザは、この入出力装置３０６を介して上記絞り込み
検索を行う。
【０１１１】
可搬記録媒体３０９は、フロッピーディスク、各種規格のＣＤ（コンパクトディスク）、
各種規格のＤＶＤ，ＰＣカード等である。また、外部記憶装置３０４は、ハードディスク
装置、光磁気記録装置等であり、上記データファイル２０や定義ファイル３０等が格納さ
れる。ネットワーク４００は、ＬＡＮ、ＭＡＮ，ＷＡＮ、インターネット等である。
【０１１２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、検索定義情報を参照しながら、任意のフォーマッ
トでデータを格納する、１または複数のデータファイルに対して、関連する項目データの
連続検索が可能となる。この場合の検索は、例えば、上位階層の項目データから下位階層
の項目データへの絞り込み検索や、関連する項目データの連続検索等であり、検索定義情
報によって規定される検索である。
【０１１３】
また、本発明によれば、予め、インデックスを作成する必要はなく、さらに、検索とは独
立に、データファイルのデータ項目の追加が可能となる。また、検索項目及び検索パスに
関する検索定義情報に基づき、データファイルを検索するので、該検索定義情報の修正の
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みで、容易に、検索手順を変更可能である。
【０１１４】
また、本発明は、インターネットのＷｅｂページ等を含む広範囲に適用可能なドキュメン
ト用の記述言語であり、階層構造をタグにより記述可能なメタ言語であるＸＭＬにより記
述された文書の階層検索にも適用可能であるため、市場価値及びその将来的な有用性、潜
在的な需要は極めて高い。
【０１１５】
さらに、検索用の定義情報のサイズは、データファイルの格納データ量ではなく、検索項
目の数に依存するので、検索定義情報を格納する記憶容量は少なくて済む。このため、シ
ン・クライアントや携帯情報端末等の様な記憶装置の容量が小さい情報機器にも実装可能
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の検索装置を含むシステムの構成を示す図である。
【図２】図１のメモリのデータ構造を示す図である。
【図３】図２の入力データ格納領域に格納される各種変数を示す図である。
【図４】図１の定義ファイル内の項目定義情報の内容を示す図である。
【図５】図１のデータファイル２０－１のデータ構造を示す図である。
【図６】図１のデータファイル２０－２のデータ構造を示す図である。
【図７】図１のデータファイル２０－３のデータ構造を示す図である。
【図８】本実施形態の検索装置の全体フローチャート（その１）を示す図である。
【図９】本実施形態の検索装置の全体フローチャート（その２）を示す図である。
【図１０】図９の全レコード読み出し・抽出処理のフローチャートを示す図である。
【図１１】図９の絞り込み検索・抽出処理のフローチャートを示す図である。
【図１２】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１）。
【図１３】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その２）。
【図１４】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その３）。
【図１５】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その４）。
【図１６】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その５）。
【図１７】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その６）。
【図１８】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その７）。
【図１９】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その８）。
【図２０】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その９）。
【図２１】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１０）。
【図２２】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１１）。
【図２３】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１２）。
【図２４】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１３）。
【図２５】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
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Ｉ画面である（その１４）。
【図２６】本実施形態の検索装置による検索操作方法及び検索結果の表示形態を示すＧＵ
Ｉ画面である（その１５）。
【図２７】本実施形態の検索装置による検索結果を示すＧＵＩ画面である。
【図２８】本実施形態の検索装置を実現するコンピュータのハードウェア構成を示すブロ
ック図である。
【符号の説明】
１０　情報処理装置
１１　制御部
１２　メモリ
１２Ａ　定義ファイル情報格納領域
１２Ｂ　検索用作業領域
１２Ｃ　表示データ作成用作業領域
１２Ｄ　入力データ格納領域
１２Ｅ　読み出しレコード格納領域
１３　検索部
１４　表示制御部
１５　入力制御部
２０（２０－１～２０－Ｎ）　データファイル
３０　定義ファイル
３２Ａ　表示位置情報
３２Ｂ　絞り込み定義
１０１、１０５　　テキストボックス
１０２～１０４、１０６、１０７　コンボボックス
１２１、１３１、１４１、１６１、１７１　ボックス
１２２、１３２、１４２、１６２、１７２　ダウンスクロールボタン
１２３、１３３、１４３、１６３、１７３　ダウンリスト表示
３００　コンピュータ
３０１　ＣＰＵ
３０２　ＲＯＭ
３０３　ＲＡＭ
３０４　外部記憶装置
３０５　記録媒体記録装置
３０６　入出力装置
３０７　通信インターフェース
３０８　バス
４００　ネットワーク
５００　情報提供者
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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